
教養領域：プロフェッショナル・エリア 
簿記基礎  
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授業の目的・到達目標 

• 経営はヒト、モノ、カネで成り立つと言われますが、「会計学」では財務経営
の基礎となる基本的な簿記を学びます。 

 

• 内容は日商簿記3級レベルをカバーし、基本的な会計知識を得ることによ
り学期終了後に準備期間を経て日商簿記3級検定試験合格が可能となる
ことを目的とします。 

 

• しかし、通常1年間かかる内容を1学期内ではカバーしきれませんので、検
定試験を受ける際にはある程度独習が必要となります。 

 

• また、事務系の就職を希望する、または既に内定を得ている学生が簿記
の実務知識を得、社会人生活の準備となることを目指します。 
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評価方法 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
• 試験の内容はテキスト、及び別途配布の問題を若干変更したもの。 

 
 

評価 

出席 20% 

小テスト 30% 

中間試験 20% 

期末試験 30% 

Total 100% 
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Preparation 

• 講義は日本語で行い、配布資料は基本的にテキストに沿って作成されて
いる。 
 

• 必ず予習をするように。そうしないと講義についていけませんよ。次回の範
囲等はアナウンスしません。シラバスを自分で見て、自分で判断してくださ
い。 
 

• 講義はテキストの全てを講義するわけではありません。テキストの予習と講
義への出席がこのコース内容を理解する大前提です。 
 

• 電卓が必要になります。安い電卓を買っておいてください。 
 

• 日商簿記3級の試験は年3回あります。 
 

• 受験料：2,500円 
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Office Hour 

• Room 604 

 

• E-mail: nagai@wilmina.ac.jp 

 

• Office Hour: メールでアポを取るように。 
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各授業の内容：全15週 

回数 章 内容 備考 

1 1, 2, 3 簿記の意味・目的・種類、基礎概念、取引 

2 4 勘定と仕訳 小テスト①：1章～3章 

3 5 帳簿の記入 

4 6 決算と財務諸表（その1） 

5 6 決算と財務諸表（その1） 

6 7 現金預金取引 中間試験 

7 8 商品売買 

8 8, 9 商品売買、売掛金と買掛金 

9 9, 10 売掛金と買掛金、その他の債権と債務 

10 11 手形 小テスト②：7章～9章 

11 12, 13 有価証券、固定資産 

12 15 収益と費用 小テスト③：10章～13章 

13 18 決算と財務諸表（その2） 

14 18 決算と財務諸表（その2） 

15 学期末試験 学期末試験 
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